
平成31年度　施政方針

　
平
成
３１
年
第
１
回
西
原
町
議
会
定
例
会

が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
町
政
運
営
の

基
本
と
な
る
平
成
３１
年
度
予
算
案
を
は
じ

め
、
諸
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
町
政
運

営
に
あ
た
っ
て
の
私
の
所
信
の一
端
を
申
し

上
げ
、
議
員
各
位
及
び
町
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　　
私
は
、
町
長
就
任
か
ら
３
期
目
の
３
年

目
を
迎
え
、
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ
を

痛
感
し
て
お
り
、
今
後
と
も
初
心
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
町
民
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、

「
町
民
の
目
線
に
立
ち
　
町
民
本
位
の
町

政
」
を
基
本
理
念
に
、

一　
平
和
な
く
し
て
町
民
福
祉
な
し
　

平
和
が
す
べ
て
の
原
点

一　
町
民
が
主
体
の
「
協
働
参
画
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
推
進

一　
町
民
の
税
金
を
大
切
に
使
う
予
算

執
行

一　
職
員
と
の
信
頼
関
係
の
上
に
、
職

員
が
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

風
通
し
の
よ
い
職
場
づ
く
り

を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
着
実
に
確
か
な
行

政
運
営
を
確
立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
年
は
元
号
が
変
わ
る
節
目

と
町
制
施
行
４０
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
今
後
と
も
な
お
一
層
の
町
勢
の
発

展
を
め
ざ
し
、「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

の
理
念
に
基
づ
き
、
町
民
協
働
の
「
文
教

の
ま
ち
西
原
」
の
創
造
に
邁
進
し
て
い
き

ま
す
。

　
以
上
、
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢
を
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、
次
に
執
行
体
制
と
行
財

政
の
確
立
に
つい
て
申
し
上
げ
ま
す
。

１

　執
行
体
制
と
行
財
政
の
確
立

　
新
規
事
業
や
継
続
事
業
へ
の
対
応
を
は

じ
め
、
地
方
分
権
に
よ
る
権
限
移
譲
や一括

交
付
金
な
ど
に
よ
り
、
事
務
事
業
や
行
政

需
要
は
年
々
増
大
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

加
え
、
国
民
健
康
保
険
の
赤
字
問
題
が
大

き
く
の
し
か
か
って
お
り
、
本
町
の
財
政
状

況
は
緊
急
的
な
措
置
を
と
ら
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
各

事
業
に
つ
い
て
は
、
緊
急
か
つ
効
果
的
な
も

の
に
絞
り
、
さ
ら
に
、
行
政
内
部
に
お
け

る
コ
ス
ト
の
徹
底
的
な
見
直
し
と
本
町
の
財

政
規
模
に
見
合
っ
た
事
業
選
択
を
行
い
な

が
ら
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
で
き
る
限
り

低
下
さ
せ
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

　
財
政
計
画
に
お
い
て
は
、
各
事
業
に
つ
い

て
優
先
順
位
を
決
め
、
事
業
計
画
段
階
か

ら
厳
し
く
精
査
し
な
が
ら
中
期
財
政
シ

ミ
ュレ
ー
シ
ョン
を
行
い
、
あ
れ
も
こ
れ
も
で

は
な
く
、
あ
れ
か
こ
れ
か
と
い
う
視
点
で
、

安
定
的
な
予
算
編
成
が
行
え
る
よ
う
財
政

の
健
全
化
に
向
け
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
役
場
に

お
い
て
は
、
多
種
多
様
で
高
度
化
す
る
住

民
ニ
ー
ズ
や
地
方
分
権
の
進
展
に
対
応
す

る
た
め
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
の
充
実

強
化
を
図
り
、
ま
た
、
明
る
く
さ
わ
や
か

な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
通
し
て
親
し
み
易
い
職

場
づ
く
り
に
向
け
て
、
職
員
の一層
の
資
質

向
上
と
職
場
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
行
政
運
営
の
公
正
の
確
保
や
透
明
性
の

向
上
及
び
町
民
の
権
利
利
益
保
障
に
つ
い

て
は
、
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
行
政
手
続
・

行
政
不
服
審
査
制
度
の
適
正
な
運
用
を

図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
情
報
公

開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
円
滑

な
運
用
に
努
め
ま
す
。

　
広
報
活
動
の
柱
で
あ
る
「
広
報
に
し
は

ら
」
は
、
町
民
に
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い

広
報
紙
を
め
ざ
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

つい
て
は
、
今
後
と
も
正
確
か
つ
迅
速
な
情

報
の
提
供
を
図
り
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
多
様
な
情
報
発
信
ツ
ー
ル

を
活
用
し
、
町
民
の
利
便
性
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

　
広
聴
活
動
に
つ
い
て
は
、
各
種
審
議
会
、

委
員
会
な
ど
へ
の
町
民
公
募
制
度
を
引
き

続
き
推
進
し
、
町
民
参
画
の
機
会
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
各
種
団
体
と
の
対
話
を

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
メ
ー
ル

や
町
民
ア
イ
デ
ィ
ア
箱
に
よ
る
き
め
細
か
な

広
聴
活
動
に
努
め
ま
す
。

　
平
成
３１
年
度
の
地
方
財
政
は
、
急
速
な

高
齢
化
を
背
景
と
し
た
社
会
保
障
関
係
経

費
が
さ
ら
に
増
加
し
、
少
子
化
対
策
な
ど

新
た
な
経
費
が
必
要
と
な
る
な
ど
、
極
め

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
町
財
政
に

お
い
て
も
、
歳
入
面
で
は
、
地
方
交
付
税
、

国
庫
支
出
金
、
地
方
債
に
依
存
し
た
構
造

に
な
っ
て
お
り
、
自
主
財
源
の
確
保
が
最

重
要
課
題
と
な
って
お
り
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
大
部
分
を
占
め
る
町
税
に

つい
て
は
、
課
税
客
体
の
的
確
な
把
握
に
努

め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
納
税
者
の
利
便

性
向
上
と
安
定
し
た
収
納
確
保
の
た
め
、

引
き
続
き
口
座
振
替
の
推
進
に
努
め
ま

す
。

　
ま
た
、
税
の
公
正
・
公
平
性
の
観
点
か

ら
、
悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
財
産

調
査
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、
納
付
能

力
の
迅
速
か
つ
的
確
な
把
握
に
努
め
、
滞

納
整
理
を
よ
り
一層
強
化
す
る
こ
と
で
、
滞

納
繰
越
額
の
縮
減
に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
町
商
工
会

と
連
携
し
新
た
な
商
品
の
発
掘
と
開
発
に

よ
り
返
礼
品
な
ど
の
充
実
を
図
り
、
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
歳
出
面
で
は
、
義
務
的
経
費
の
割
合
が

恒
常
的
に
高
く
、
弾
力
性
に
乏
し
い
構
造

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
状

況
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
歳

出
削
減
の
た
め
の
経
常
的
経
費
や
事
務
事

業
の
総
点
検
を
強
力
に
実
施
し
、
本
町
の

財
政
力
に
見
合
っ
た
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
次
に
、
平
成
３１
年
度
主
要
施
策
の
概
要

に
つい
て
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
で
定
め

ら
れ
た
４
つ
の
基
本
方
向
に
沿
っ
て
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。

２

　「平
和
で
人
間
性
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

（1）
　平
和
事
業
の
推
進

　
６
月
を
平
和
月
間
と
定
め
、
平
和
の
語

り
べ
に
よ
る
平
和
学
習
や
戦
争
体
験
証
言

集
「
平
和
へ
の
証
言
」
を
活
用
し
た
平
和

教
育
な
ど
各
種
平
和
事
業
を
推
進
し
、
町

民
の
平
和
意
識
の一層
の
高
揚
と
恒
久
平
和

の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
に

引
き
続
き
平
和
事
業
を
住
民
協
働
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（2）
　地
域
活
性
化
事
業
の
推
進

　
活
力
に
満
ち
た
明
る
く
住
み
良
い
地
域

社
会
の
形
成
に
向
け
て
、
各
自
治
会
の
自

主
的
な
地
域
自
治
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

（3）
　男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

　「
さ
わ
ふ
じ
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
男
女

が
そ
の
性
差
を
互
い
に
尊
重
し
合
い
、
協

力
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
ま
す
。

（4）
　学
校
教
育
の
充
実

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
学
習
指
導
要

領
を
踏
ま
え
た
授
業
時
数
を
確
保
し
、
新

学
習
指
導
要
領
へ
の
移
行
を
踏
ま
え
、
ま

た
県
の
「
学
力
向
上
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
下
に
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
、

い
わ
ゆ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か

ら
の
授
業
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
児
童
生
徒
が
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、

主
体
的
に
行
動
す
る
な
ど
の
生
き
る
力
を

育
み
、
思
い
や
り
、
協
調
性
な
ど
の
豊
か

な
人
間
性
を
培
う
心
の
教
育
や
キ
ャ
リ
ア

教
育
、
電
子
黒
板
な
ど
を
活
用
し
た
教
育

情
報
化
支
援
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
町
内
小
中
学
校
に
学
習
支

援
員
を
派
遣
し
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
。
特
別
支
援
教
育
に
つ
い

て
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
理
念
の
下
、

昨
年
度
同
様
に
小
中
学
校
へ
特
別
支
援
教

育
支
援
員
を
派
遣
し
児
童
生
徒
へ
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

　
い
じ
め
、
不
登
校
問
題
に
つ
い
て
は
、
教

育
相
談
員
に
よ
る
学
校
現
場
へ
の
訪
問
相

談
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
県
派
遣
の
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
学
校
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
坂
田
幼
稚
園
の
改
造
防
音
工
事
を
実
施

し
、
安
全
か
つ
快
適
な
幼
稚
園
保
育
環
境

の
確
保
を
図
り
ま
す
。

（5）
　学
校
給
食
の
充
実
・
強
化

　
栄
養
に
配
慮
し
た
安
全
で
お
い
し
い
給

食
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒

の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り
、
食
に
関
す

る
正
し
い
理
解
と
適
切
な
判
断
力
を
養
い

ま
す
。
今
後
と
も
、
衛
生
管
理
に
は
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
、
安
全
・
安
心
な
給

食
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

（6）
　生
涯
学
習
の
振
興

　
地
域
と
学
校
の
連
携
体
制
を
基
盤
と
し

て
、「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
実

現
に
向
け
て
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会
貢
献

意
識
の
向
上
、
教
員
の
地
域
社
会
へ
の
理

解
の
促
進
な
ど
、
地
域
学
校
協
働
本
部
事

業
を
展
開
し
ま
す
。

　
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
資
料
収
集
な

ど
に
努
め
、
町
民
の
読
書
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

　
中
央
公
民
館
に
お
い
て
は
、
各
種
事
業

や
講
座
な
ど
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
を
発

表
す
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
生
涯
学
習
活
動
の
機
会
及
び
情
報
を
町

民
へ
積
極
的
に
提
供
し
ま
す
。

（7）
　ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
の
推
進

　
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
に

対
す
る
関
心
の
高
ま
り
や
多
様
化
に
応
え

る
た
め
、
運
動
公
園
施
設
や
学
校
施
設
を

町
民
に
広
く
開
放
し
、
健
康
づ
く
り
や
交

流
の
場
と
し
て
の
利
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
よ
り
充
実
し
た
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
ま
す
。
将
来
を

担
う
青
少
年
を
対
象
と
し
た
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
か
け
っ
こ
教
室
、
本
町

で
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
実
施
す
る
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
選
手
な
ど
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
多
く

の
町
民
が
参
加
で
き
る
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
盛
ん
な
本
町

の
特
性
を
生
か
し
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

も
含
め
た
競
技
大
会
の
誘
致
に
向
け
て
関

係
団
体
と
の
連
携
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

平
成
３１
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
サ
ッ
カ
ー
競
技
の
開
催
に
取
り
組
み

ま
す
。

施 
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平
成
31
年
度

は
じ
め
に

（8）
　青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

　
児
童
生
徒
の
非
行
や
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の

問
題
な
ど
の
解
決
に
向
け
て
、
今
後
と
も

関
係
機
関
・
団
体
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

（9）
　文
化
事
業
の
推
進

　
伝
統
文
化
や
文
化
財
保
護
思
想
の
普

及
・
啓
発
を
図
る
た
め
、
諸
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　
内
間
御
殿
は
、
保
存
管
理
計
画
及
び
整

備
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
年
次
的
に
整
備
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
と
連
携
し
な
が

ら
内
間
御
殿
の
復
元
に
向
け
て
の
環
境
づ
く

り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
内
間
御
殿
を
は

じ
め
と
す
る
町
内
の
文
化
財
を
案
内
で
き

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

（10）
　町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
利
活
用
の
推
進

　
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
民
の
文

化
・
芸
術
活
動
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、
町

内
・
町
外
を
問
わ
ず
利
用
し
や
す
い
運
営

事
業
に
努
め
ま
す
。

（11）
　国
際
交
流
事
業
の
推
進

　
国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、「
１０
月
３０
日

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
日
」
を
機
に
移

民
の
歴
史
や
多
文
化
共
生
に
つい
て
の
発
信

に
努
め
ま
す
。

2広報にしはら No.566 H31.4.13 広報にしはら No.566 H31.4.1


